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 要  旨  
 
 液晶ディスプレイは薄型・平面・高精細といった特徴をもち、小型機器から大
型テレビにかけて広い範囲で普及している。液晶は非発光素子であり、高精細の
画像を表示するためにはバックライトが必要となる。その光源には冷陰極蛍光管
(CCFL: Cold Cathode Fluorescent Lamp)が一般的に用いられているが、電極が
劣化する問題が指摘されている。そこで、電極を放電管外部に配置する外部電極
型電界結合蛍光管(EEFL: External Electrode Fluorescent Lamp)が開発され、更
なる長寿命化が期待されている。本研究ではEEFLの電極配置や、印加電圧波形
を改善することにより、EEFLの放電開始電圧を低減することを目的とした。  
 EEFLに配置した4つの外部電極は、2グループの電極対(向かい合う2電極)から
なる。向かい合う2電極の間隔に比べて、2つのグループは十分長い間隔を離して
配置した。全ての電極には電圧Vpp、周波数50kHzの矩形波を印加した。ただし、
2つのグループでは電圧の位相差が180°異なる。また、向かい合う2電極には、電
圧周期20µsに比べて十分微小な0-1200nsの位相差を与えた。  
 この位相差によって向かい合う電極間で微小な放電が起こり、この作用により、
グループ間での放電が生じやすくなった。幅2mm、長さ30mmの電極を、グルー
プ間隔100mmで配置し、位相差100nsを与えたところ、グループ間で放電が発生
した電圧は、830V(位相差なし)から430Vに低減した。  
 また、EEFLに8つの外部電極を配置して、全面点灯を行った。このときの外部
電極は、4グループの電極対(向かい合う2電極)からなる。全面点灯をしている状
態で位相差を変化させると、各グループ間の輝度を調節できた。幅2mm、長さ
30mmの電極を105, 60, 105mmのグループ間隔で設置してEEFLを作成し、電圧
600V駆動で位相差700nsを与えたところ、発光の輝度均斉度が37%(位相差なし)
から82%に向上した。 
 
